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編 集 後 記 
  ワークショップ終了後、参加された方々が「ふりかえり
シート」に記入された「感想」を抜粋して紹介します。 
 海や魚の汚染について海洋大学でもっている情
報をできるだけ多く、わかりやすく流してほし
いと思います。ワークショップの形式だけでな
く、知識として多くを得られる講演会やパネル
ディスカッションなどの形式のものが企画して
いただければと思います。 
 漁業者の直の声を聞く時間をもっととってほし
かった。 
 一日も早く安全な食事が取りたいし、生産者の
方の働きが円滑になると良いですね。原則とし
て「核」反対です。 
 良い漁場が近く、少なくとも近県（北側）より
少ない漁港設備の被害から考えて、消費者サイ
ドは風評にまどわされないように注意すべき。 
 この不安を解消するための次のステップ、提言
を希望します。皆んなで福島へ行きましょう！ 
 オールジャパンでがんばりたい。 
 今回初めてだったので、面白かったです。今回
のテーマは非常にタイムリーだったし、リベラ
ルなデータとして勉強になりました。 
 これからも継続的に福島の漁業について見守り
論じてもらいたいです。 
 福島の漁業再開に何が必要か、考える良い機会になりました。 
 参加された方々には、長時間おつきあいいただき、どうもありがとうございました。 
ふりかえりシートの感想から 
ワークショップ当日に配布したプログラム。 
